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論文内容要旨
母語 (Ll) にはない新奇な音声の模倣は、第二言語 (L2) 学習、特にその学習初期において典型
的に見られる学習行動のひとつである(以後、この行動を「外国語音声模倣」と呼称する)。外国語
音声模倣の神経基盤は、新奇な音響および音声処理を含む知覚的処理と、その音声産出のための新
奇な口内器官の運動に関わる産出的処理によって成り立っていると考えられるが、これまで主に脳
機能イメージング研究によって調べられてきたのは、 L2 の音韻を聞いているときの脳活動、つまり
知覚的処理に関する神経基盤であり、 L2 の産出的処理を含む外国語音声模倣の神経基盤は明らかで
はない。
本研究の目的は、外国語音声模倣に関わる神経基盤を明らかにするために、 functional magnetic 
resonance imaging 機能的磁気共鳴画像法; fMRI)の手法を用いて、外国語音声模倣時に活動す
る脳領域を同定するとともに、その産出的処理に関わる脳領域と知覚的処理に関わる脳領域を分離
することである。
まず、模倣対象として、様々な世界の言語から日本語にはない子音もしくは母音を含む 1 音節の
音声データを、その言語の母国語話者の発話を録音して作成した。同様にコントロールとなる日本
語の 1 音節の音声データも準備した。実験中に、日本語を Ll とする右利きの成人被験者に、 L2 も
しくは Ll の同じ 1 音節の音を 2 回開かせ、できるだけ正確に 1 回繰り返させ(以後、繰り返し課題
と呼称する)、その際の脳活動を測定した。また、知覚的処理と産出的処理の分離のために、 L2 も
しくは Ll の 2 つの音を聞いて、その音が同じか違うかを弁別させ(以後、弁別課題と呼称する)、
その際の脳活動も測定した。
本実験デザインは、 2 (刺激: Ll , L2) x 2 (課題:繰り返し、弁別)の要因計画デザインであ
る D 繰り返し課題においても弁別課題においても知覚的処理は変らない、また、知覚的処理と産出
的処理ともに Ll に比べて L2 の方がより強し、脳活動が起こると仮定し、外国語音声模倣における知
覚的処理と関連した脳領域を、刺激の主効果を呈する領域、また、外国語音声模倣における産出的
処理と関連した脳領域を、課題と刺激の相互作用効果 (L2 の繰り返し固有に大きな値をもっパター
ン)を呈する領域として同定した。
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実験の結果、知覚的処理と分離された、外国語音声の産出的処理に関与する脳活動領域として、左
下前頭回弁蓋部から左前部島皮質にかけての領域と左縁上回領域が同定された。また、その知覚的
処理に関与する脳活動領域として、両側上側頭回、両側下前頭回三角部から前部島皮質にかけての
領域が同定された。
本研究によって、これまで明らかになっていなかった、新奇な外国語音声模倣における産出的処
理に関与する脳活動領域が、はじめて同定された。左下前頭回弁蓋部は、先行研究から、 Ll の(使
用頻度の高し、)音韻とそれに対応する運動フ。ログラムが保存されていると考えられており、 Ll の発
話において、複数の音韻の組み合わせの複雑性が高いほど、またそれらの組み合わせの親密度(使
用頻度)が低いほど、より活動することが分かつている。これらのことから、産出処理における、
左下前頭回弁蓋部の Ll に対する L2 のより強し、脳活動は、新奇な L2 が Ll に比べてより複雑かっ
親密度が低いことに起因する、モータプランニングに関する厳密な内部表象の欠落を補う役割を担
っていると考えられる口縁上回に関しては、これまでの先行研究により音韻の記憶に関与するとい
う報告が多くなされているが、本研究では、産出的処理に関与する脳領域として同定された。縁上
回の活動は、これまで音韻記憶など知覚的処理に関わっているという報告がなされているが、コン
トロール課題であった弁別課題時にはほとんど活動していないことからも、音韻記憶では説明でき
ず、むしろ産出に関係した口内器官の体性感覚に関する処理に関与していると考えられる。以上で
見られた、産出的処理に関与する下前頭回弁蓋部と縁上回の同時的な脳活動は、先行研究によって
報告されている新奇な運動の模倣学習時の脳活動と重なる。このことは、新奇な外国語音声模倣の
産出的処理と運動模倣学習は、聴覚と視覚の入力の違いにも関わらず、共通の神経基盤に基づいて
いる可能性を示唆している。先行研究の運動模倣学習の神経基盤と考えられているミラーニューロ
ンシステムと、新奇の外国語音声模倣の関わりの是非については、将来の研究が待たれる。
? ??
【所定様式⑬No. Il大学院の課程による者(課程博医学)
審査結果の要 t:::::, 自
博士論文題名……機能的_M~_L支局どた〉ー第二言語翠復~;おLtる~?1:国語責烹摸倣~q?~型経基盤り解明一一
所属専攻・分野名.医科挙一一一一一-烹~-_:・一一脳機.能開発研究一一一一一一一分:野…・
学籍番号一一一一一一一一ー一一一一一一一一氏名 j麗瓜一一寛一一
本研究では、外国語音声模倣に関わる神経基盤を明らかにするために、 functional magnetic 
resonance imaging (fMRI) の手法を用いて、外国語音声模倣時に活動する脳領域を同定し、そ
の産出的処理に関わる脳領域と知覚的処理に関わる脳領域を分離したものである。
模倣対象として、様々な世界の言語から日本語にはない子音もしくは母音を含む 1 音節の音声
データを、その言語の母国語話者の発話を録音して作成した口実験中に、日本語を Ll とする右
利きの成人被験者に、 L2 もしくは Ll の同じ 1 音節の音を 2 回聞かせ、できるだけ正確に 1 回繰
り返させ、その際の脳活動を測定した。また、知覚的処理と産出的処理の分離のために、 L2 も
しくは Ll の 2 つの音を聞いて、その音が同じか違うかを弁別させ、その際の脳活動も測定した。
実験の結果、外国語音声の産出的処理に関与する脳活動領域として、左下前頭回弁蓋部から左前
部島皮質にかけての領域と左縁上回領域が知覚的処理と分離して同定された。また、その知覚的
処理に関与する脳活動領域として、両側上側頭回、両側下前頭回三角部から前部島皮質にかけて
の領域が同定された。
本研究によって、これまで明らかになっていなかった、新奇な外国語音声模倣における産出的
処理に関与する脳活動領域が、はじめて同定された。今回の研究結果は、ヒトの模倣における 1
つの重要な側面である音声の模倣メカニズム理解の前進に、脳機能画像研究の側面から神経科学
領域に貢献しうるものであり、また、医学領域においては、運動感覚の障害がひとつの原因と考
えられている、失語症、特に伝導失語の音韻性錯誤の脳内メカニズムの解明に貢献をもたらすと
考えられる。これらは本学及び医学研究領域の発展に大いに貢献するものであり学位取得に足る
業績であると判断した。
よって，本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める。
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